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◎ところざわ市議会だより第185号　作成部数 129,400部、作成経費（1部）  20.8円
次の定例会は2月20日からの予定です。

本紙は古紙再生紙を使用しています 。

ところざわ

市議会だより

所沢市議会

－おもな内容－CONTENTS

議場コンサートで美しい音色
を奏でた矢津朋香さん。４歳
でヴァイオリンを始め、遠回
りした経験も糧にして、音楽
家として歩みを進める彼女の
思いを聞きました。
（裏表紙に関連記事）

音楽とともに。

◆12月定例会のおもな内容･･･Ｐ２～5
　国民健康保険税の税率が変わります
◆トピックス･･･Ｐ６～７
　議会報告会、議場コンサートを開催しました
◆市政に対する一般質問･･･Ｐ８～12
　ここが気になる！２3人が質問
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ところざわ市議会だより 第 185 号

2? 所沢市みどりの基本計画では、狭山丘陵一帯を狭山丘陵保全配慮地区に設定しています。またふるさと所沢のみどりを守り育てる条
例に基づき、同地区内の緑地約 7.56ha を三ケ島二丁目里山保全地域に指定し、これまでに約 3.3ha の緑地を公有地化しています。

市長提出議案のおもな内容

子どもたちの放課後の充実に向けて
議案第116号　平成29年度所沢市一般会計補正予算（第５号）

放課後児童対策一体運営事業（中富小学校）
2,898万７千円（平成30年度～32年度債務負担行為限度額）

　中富小学校の児童クラブとほうかご広場を一体的に運営
するもので、平成30年度から32年度までの委託契約を中
富小児童クラブの指定管理者と新たに締結するため、債務
負担行為を設定するものです。

　　経費が安価なほうかごところがあるのに、余計に経費
を必要とする一体運営を選ぶ理由は。

　　一体運営によるほうかご広場を広め、短時間就労の方
などのニーズを吸収できたらと考えている。また同じ事業
者であることからいろいろな事業の連携ができ、事業費の
効率化も可能となる。

Q

A

（お問合せ先：青少年課　☎ 2998-9103）

所沢のみどりの保全のために
議案第116号　平成29年度所沢市一般会計補正予算（第５号）
	 里山保全地域等指定整備事業　29万６千円

　三ケ島二丁目里山保全地域 ?に隣接する三ケ島二丁目墓
地計画地の公有地化について事業計画者に協力依頼したと
ころ、調整を図りたい旨の返答があったため、公有地化に
向けた不動産鑑定を実施するものです。

　　公有地化を考えているところはどのぐらいあるのか。
また、当該地の購入を最優先したのか。

　　30件程度あるが、その中でも里山保全地域、埼玉県ふ
るさと緑の景観地などは、年間5、6件購入している。当該
地は県立狭山自然公園内ということで、重要な地域として
考えている。

Q

A

（お問合せ先：みどり自然課　☎ 2998-9373）

すべての議案を可決・同意・認定しました
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平成 30 年（2018 年） 2 月 9 日 ところざわ市議会だより

3 ? 市町村が特別会計で運営する国民健康保険事業において、法令で定められた一般会計からの繰り入れとは別に、市町村の政策的な判
断により、法令に定めのない一般会計からの繰り入れを行うことです。

意欲のある農業者のサポートを行います
議案第116号　平成29年度所沢市一般会計補正予算（第５号）
	 産地パワーアップ補助事業　2,939万２千円

　国庫事業である「産地パワーアップ事業」を活用し、意
欲のある農業者等が行う高収益な作物・栽培体系へ転換を
図る取り組みに対して費用を補助するものです。
※�２軒のいちご生産農家に対し、施設整備に対する補助を
行います。（県補助率10/10）

　　市としては、この事業をこれからどのようにしていく
ことを考えているのか。

　　当市は都市近郊に位置し、県外から来られる方も非常
に多く、今後いちご農家やぶどう農家などが観光として成
り立っていくと考えられる。そのため推進や支援をしてい
くべきと考えている。

Q

A

（お問合せ先：農業振興課　☎ 2998-9158）

支給時期を前倒しします
議案第116号　平成29年度所沢市一般会計補正予算（第５号）
	 就学援助事業　2,227万８千円

　就学援助制度における「新入学学用品費」については入
学後の７月に支給していますが、入学前の２月に前倒しし
て支給するために、必要経費を補正するものです。
※�今年度は中学校入学前の児童を対象とし、小学校入学前
の未就学児については来年度実施する予定です。

　　金額の変動について伺いたい。

　　これまでは２万3,550円であったが、国が就学援助の単
価を見直し、平成29年度から４万7,400円に増額したところ
である。

Q
A

（お問合せ先：教育総務課　☎ 2998-9232）

下水道使用料が変わります
議案第127号　�所沢市下水道条例の一部を改正する条例制定に

ついて

　下水道使用料のあり方について、所沢市上下水道事業運
営審議会に諮問し、その答申を踏まえ検討した結果、来年
度から下水道使用料を変更するものです。

　　下水道が普及していない6.5%の家庭がある中で、一般
会計から税金が投入されることについての見解は。

　　上下水道については、使う方が使っただけ払っていた
だくというのが基本である。経費回収率（p5下部参照）
100%が望ましいが、審議会のご意見もあり、急激な使用料
上昇を防ぐために、一般会計から一部を充てるのは仕方が
ない。

Q

A

（お問合せ先：上下水道局経営課　☎ 2921-1087）

国民健康保険税の税率が変わります
議案第121号　�所沢市国民健康保険税条例の一部を改正する

条例制定について

　来年度から実施される国民健康保険制度改革（広域化）
に当たり、税率見直しについて所沢市国民健康保険運営協
議会へ諮問し、その答申を踏まえ検討した結果、来年度か
ら税率等を変更するものです。

　　平成29年度の法定外繰入 ?額を、当初は16億円と見込
んでいたが、広域化で８億円と負担が軽くなると考えれ
ば、値上げの必要はないのでは。

　　試算の段階だが、一般会計からの国保繰入額は広域化
により減少するが、県の運営方針で赤字の段階的解消が求
められている。当市では約８億円の赤字額が見込まれるた
め、段階的に解消していきたい。

Q

A

（お問合せ先：国民健康保険課　☎ 2998-9131）
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4? 人権擁護委員法に基づき、人権相談を受けたり、人権に関する考え方を広める活動をしている民間ボランティアです。
現在、約１万４,000人が法務大臣から委嘱を受けて全国の各市区町村に配置され、積極的な人権擁護活動を行っています。

人事関係

決算認定 議員提出議案

人権擁護委員 ? の推薦に同意

諮問第２号	 人権擁護委員の推薦につき意見を
	 求めることについて　
	 小林　ヒデ子氏（金山町・再任）

諮問第３号	 人権擁護委員の推薦につき意見を
	 求めることについて　
	 引間　維一氏（弥生町・再任）

諮問第４号	 人権擁護委員の推薦につき意見を
	 求めることについて　
	 古谷　貞子氏（旭町・新任）

諮問第５号	 人権擁護委員の推薦につき意見を
	 求めることについて　
	 山田　裕氏（北中三丁目・新任）

諮問第６号	 人権擁護委員の推薦につき意見を
	 求めることについて　
	 河内　健司氏（南永井・新任）

台風第 21 号被害の早期復旧を
議案第135号　平成29年度所沢市一般会計補正予算（第６号）
台風21号災害復旧事業（所沢市立山口中学校災害復旧事業）

3億9,619万8千円

　台風第21号の影響で、山口中学校用地西側斜面の擁壁が
高さ約15ｍ、横幅約40ｍに渡り崩壊したことについて、住民
の生活再建、使用不可となっている屋内運動場の早期開放や
被害拡大防止のため、擁壁の復旧工事を行うものです。
※�今回の補正予算は、復旧工事のために必要な土留め杭を打つ工事を
行うものです。

　　学校内に擁壁があったり、擁壁が隣接している学校に
対して、何らかの対策を考えているのか。

　　山口中学校内の他の擁壁について、今回の設計業務の
中で安全面の調査をしていきたい。他の学校については、
法に基づく建築点検、学校への日常的な点検の依頼のほ
か、今回の事故を教訓として、職員による目視点検を行っ
ているところである。

Q

A

（お問合せ先：教育施設課　☎ 2998-9235）

閉会中に決算特別委員会を開催しました
認定第１号～10号　�平成28年度所沢市一般会計・特別会計
	 ・事業会計決算の認定について

　平成29年10月に、4日間にわたり決算特別委員会を開催
し、審査を行いました。その後12月定例会で委員長報告・
討論・採決を行いました。

【決算特別委員会審査日程】

10月 ５日　病院事業・水道事業・下水道事業
10月 ６日　�狭山ケ丘土地区画整理特別会計・所沢駅西口区

画整理特別会計・交通災害共済特別会計・国民
健康保険特別会計・介護保険特別会計・後期高
齢者医療特別会計

10月10日・17日　一般会計
※決算認定については13ページもご参照ください。

北朝鮮の一連の行動に抗議します
議員提出議案第６号　�北朝鮮による核実験と弾道ミサイル

発射に抗議する決議

　北朝鮮が実施した過去最大規模の核実験や弾道ミサイ
ル発射などの挑発行為に厳重に抗議し、強く非難するとと
もに、安保理決議第2375号を始めとする関連する安保理
決議を即時かつ完全に履行することを断固として要求する
ことなどを盛り込んだ決議を可決し、北朝鮮に送付しまし
た。

※決議の全文はこちらから「議員提出議案」をご覧ください。
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5 ? 経費回収率は、汚水処理に要した費用に対する下水道使用料収入の割合のことで、下水道事業の経営状況を表す数値として用いられてい
ます。経費回収率が100％であれば、独立採算で事業が運営されていることになります。

討論 　―議案に賛成・反対します― 

賛否の分かれた審議結果

議案第116号　平成29年度所沢市一般会計補正予算（第５号）　※放課後児童対策一体運営事業（中富小学校）

　　　　ほうかご広場は、留守家庭児童を対象とした児童クラブの児童を含む全児童を対象とした事業で、子どもた
ちの放課後の生活をより良くするものである。児童クラブの定員拡大だけでなく、ほうかご広場についても、

民間のノウハウを導入しながら一体運営事業を推進することは放課後児童対策の充実につながるものである。

　　　　働く親を持つ小学生への毎日の継続した生活の保障の場として国が法制化した児童クラブと、全ての児童に
遊びの場を提供する放課後子供教室では設置目的が違う。ほうかご広場の運営を児童クラブに担わせることよ

り先に、児童クラブの大規模化を解消することが緊急の課題であり、最優先課題である。

議案第121号　所沢市国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定について

　　　　平成 30 年度の国保広域化により国保財政の健全化を図るため、赤字のある市町村は、その解消を求められて
いる。医療給付費分の応能、応益割の見直しによる均等割の引き上げにおいては、低所得者層に対し、７割、5

割、２割と減額される緩和処置がされており、改正内容は適切と考える。

　　　　今回の改正は、国民健康保険制度の都道府県移行に伴うものと説明されているが、移行により市の負担が８億
円減るのに、なぜ 74％に及ぶ世帯が増税となるのか。国保加入者の７割超が所得 200 万円未満の方々だが、低所

得者に負担をしわ寄せするのではなく、国民健康保険法で社会保障と明記している以上、増税ではなく公的責任で処置
すべきである。

議案第127号　所沢市下水道条例の一部を改正する条例制定について
　　　　今回の改定は、下水道事業の安定的な経営を図るものであり、所沢市上下水道事業運営審議会の答申を受け

てのものである。一般会計からの赤字補填に依存せざるを得ない現状では、一般会計の財源状況によって下水
道の維持に影響が及ぶことも懸念されることから、今回の改定はやむを得ない。また改定内容については、一般家庭
を中心とした少量の利用者や大口利用者などにも配慮が見られ評価する。今後一般会計からの赤字補填をさらに縮小
するよう、効率的な運営と、より経費を削減するよう努力を期待したい。

　　　　今回の改定は、一般家庭の 82％を占める、排水量が月 20㎥以下の世帯に大きく負担を強いることになり、10㎥
の家庭で 523 円が 660 円に、20㎥の家庭で 1,183 円が 1,490 円となる。これにより平均経費回収率 ? 95.9％となる

ようだが、近年、下水道事業への一般会計からの補助金が減っても、経費回収率は向上している。これは汚水処理原価
が減っているからではないか。収入を上げなくても支出を抑え、経費回収率を上げることができるはずである。市民の負
担だけでなく公衆衛生の公的責任からも、従来どおり一般会計補助金を求めるべきである。

○：賛成　　×：反対

議案番号 議　案　件　名 付託委員会

公明党 至誠自民クラブ 自由民主党 日本共産党
民進ネット 

リベラルの会
（※）

自由民主党・ 
無所属の会
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認定第 1 号
平成 28 年度所沢市一般会計歳入歳出決算の認定
について

決 算 特 別 ○○○○○○○

（
議
長
）

○×○○○○○○○○×××××××××○○○○××認定する

認定第 9 号 平成 28 年度所沢市下水道事業決算の認定について 決 算 特 別 ○○○○○○○ ○○○○○○○○○○×××××○○○○○○○○○○認定する

第 116 号 平成 29 年度所沢市一般会計補正予算（第 5 号） 総・健・市・建 ○○○○○○○ ○○○○○○○○○○×××××○○○○○○○○○○原案可決

第 121 号
所沢市国民健康保険税条例の一部を改正する条例
制定について

健 康 福 祉 ○○○○○○○ ○○○○○○○○○○×××××○○○○○○○○○○原案可決

第 127 号
所沢市下水道条例の一部を改正する条例制定につ
いて

建 設 環 境 ○○○○○○○ ○○○○○○○○○○×××××○○○○○○○○○○原案可決

※平成 30 年１月１日から、「民進ネットリベラルの会」は「リベラル所沢」に会派名を変更しました。
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　健康福祉常任委員会では、昨年行った視察や調査などをもとに、また市が第７期
所沢市高齢者福祉計画・介護保険事業計画の策定を進めていることも踏まえて「地
域包括ケアシステム構築についての提言」をまとめ、12月定例会で報告しました。
　提言には、介護予防・日常生活支援総合事業の充実、官民連携した地域包括ケ
アに取り組むこと、所沢市医療介護連携支援センターに係る人材確保や配置、医
師会など関係機関との連携、介護予防事業の整理などについての内容が盛り込
まれました。

　議会情報を議員が直接、市民の皆さまに報告・説明するとともに、皆さまからのご意見をお聴きする議会
報告会を、平成29年11月15日と18日に開催しました。9月定例会についての報告、質疑応答、意見交換な
どを行い、2日間で合計64名の方々にお集まりいただきました。

議会報告会を開催しました

Topics!

Topics!

地域包括ケアについて提言しました

平成29年11月15日（水曜）
場所：所沢市役所全員協議会室

平成29年11月18日（土曜）
場所：柳瀬まちづくりセンターホール

【当日いただいた質疑・回答より（一部抜粋）】
　：議会だより第174号の賛否が分かれた審議結果を見ると、教育委員会委員任命についての議案につい
て、採決に加わらなかった方がいる。どのような議論があったのか。
　：人事案件についてはほとんどの場合、全体審議で採決を行う。しかし今回は本市の教育委員会関係の
報道もあり、委員に任命される方の考え方を聞くべきとの意見もあり総務経済常任委員会付託となった。し
かし委員会ではご本人から考えを聞く形にはならず、それでは判断できないという議員が採決に加わらな
かった。
　：市役所旧庁舎裏の文化会館が老朽化したまま残っているが、このままなのか、それとも取り壊すのか。
　：市では旧文化会館跡地の利活用を考えているところで、民間の力を活用できないかというものであ
る。議会としては、地元から体育館や防災拠点の設置、緑を残してほしい等の要望があることから、今そ
れぞれの議員が意見を伝えているところである。現在は、旧庁舎を利用していた団体に引っ越しをお願い
しているところであり、その後の方向性は決まっていない。

A

Q

A
Q
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地方自治法第 100 条の２による調査

政策討論会を開催します（2月10日開催）

Topics!

Topics!

　「所沢市における公共施設の総合管理の現状と課題及び今後の展望等」に
ついて、地方自治法第１００条の２の規定に基づき、専門家に委託した調査
についての中間報告会を開催しました。
平成29年11月15日（水）10：00～11：30　（市役所全員協議会室）
報告者：株式会社日本政策投資銀行 地域企画部担当部長　足立　慎一郎氏

地方自治法第１００条の２において、議会が議案の審査や行政に関する調査のために必要な専門的な内容の調
査を、学識経験を有する者等にさせることができる旨が規定されており、これに基づいて調査を行うものです。
今回の調査は、総務経済常任委員会の申し出を受けて行ったものです。

　12月定例会開会に先だって、12月1日に議場コンサートを開催しました。
矢津朋香さん(ヴァイオリン)、片岡美津さん(ピアノ)のお二人が計５曲を演
奏、ヴァイオリンとピアノのハーモニーが議場に響き渡り、演奏終了後は大き
な拍手が送られました。
【演奏曲】 愛の挨拶、美しきロスマリン、前奏曲とアレグロ
　　　　 ワルツ・スケルツォ、「四季」より「冬」 第2楽章

議場コンサートを開催しました

※入場無料。手話通訳があります。　※ご来場に当たっては公共交通機関をご利用ください。

中間報告会を開催しました

※報告書等については、後日市議会 HP で公開します。

　「学校施設の整備（エアコンなど）について」をテーマに政策討論会を行います。
2月10日（土）14：00～　所沢市こどもと福祉の未来館 1階 多目的室1号・2号　
内容:「これまでの経過説明」「住民投票について」「学校施設についての討論会」などを予定
コメンテーター：法政大学法学部教授　廣瀬　克哉氏
参加議員：西沢　一郎（座長）、島田　一隆（副座長）
　　　　　城下　師子、松崎　智也、石原　昂、松本　明信、秋田　孝
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Ｑ　
議
会
を
傍
聴
し
よ

う
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、

傍
聴
に
行
か
れ
な
く
な
っ

ち
ゃ
っ
た
の
だ
…
。
後
か

ら
詳
し
い
内
容
を
知
る
に

は
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
の

だ
？A　

議
会
で
の
発
言
を

記
録
し
た
「
会
議
録
」
で

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
完
成
す
る
ま
で
に
は

数
カ
月
か
か
り
ま
す
。
定

例
会
月
の
翌
々
月
に
、
新

聞
折
り
込
み
で
発
行
さ
れ

る
市
議
会
の
広
報
誌
「
市

議
会
だ
よ
り
」
は
、
わ
か

り
や
す
く
要
約
さ
れ
て
い

ま
す
。

Ｑ　
そ
ん
な
先
ま
で
待

て
な
い
の
だ
。
も
っ
と
早

く
知
り
た
い
時
は
、
ど
う

し
た
ら
い
い
の
だ
？

A　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

が
利
用
で
き
る
環
境
で
あ

れ
ば
、
定
例
会
を
録
画
し

た
も
の
を
各
日
ご
と
に
市

議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
こ
ち
ら
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
な
お
、
公
開

ま
で
に
は
概
ね
１
週
間
か

ら
10
日
程
度
か
か
り
ま

す
。

一
般
質
問
っ
て
な
に
？

皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
議

員
が
市
に
対
し
て
行
う
質
問
で
す
。
あ
な
た
の
生

活
に
か
か
わ
る
内
容
は
あ
り
ま
す
か
？

※�

各
議
員
の
多
く
の
質
問
項
目
か
ら
、
１
項
目
を
抜
粋
し
て

い
ま
す
。
す
べ
て
の
質
問
項
目
お
よ
び
動
画
は
、
市
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
開
し
て
い
ま
す
。

? 子どもの精神的成長を促し、生活習慣の確立や学力向上を図り、社会の一員として主体的に生きるための習慣や能力を育むため、人生経験豊富な
大人（メンター）が、子どもと１対１の関係で、発達段階等に応じ継続的・定期的に交流し、信頼関係を築きながら支援する制度です。

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

一
　
　
質
問

般

みみ丸

み
み
丸
の
、
こ
こ
が
聞
き
た
い
！
①

ー 

後
か
ら
内
容
が
知
り
た
い
の
だ 

ー 

Ｑ　
全
米
経
済
研
究
所

に
よ
る
米
国
の
貧
困
対
策

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
費
用
対
効

果
の
比
較
に
よ
る
と
、
ビ

ッ
グ
ブ
ラ
ザ
ー
・
ビ
ッ
グ

シ
ス
タ
ー
の
メ
ン
タ
ー
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
低
コ
ス
ト
で

効
果
が
み
ら
れ
る
と
の
こ

と
で
あ
る
。
平
成
25
年
6

月
定
例
会
で
提
案
し
た

「
青
少
年
支
援
メ
ン
タ
ー

制
度
」
と
同
様
の
制
度
だ

が
、
再
度
こ
の
制
度
に
つ

い
て
見
解
を
伺
い
た
い
。

A　
信
頼
関
係
を
築
く
こ

と
は
、短
期
的
に
は
大
変
困

難
で
あ
り
、長
期
的
に
は
担

い
手（
メ
ン
タ
ー
）の
負
担
が

非
常
に
大
き
い
。一方
、子
ど

も
の
個
性
や
家
庭
環
境
を

踏
ま
え
た
マッ
チ
ン
グ
の
困

難
さ
も
あ
る
こ
と
か
ら
、現

時
点
で
市
と
し
て
は
、難
し

い
と
考
え
て
い
る
。

公明党
西沢　一郎

「
青
少
年
支
援
メ
ン
タ
ー
制
度
?
」

に
つ
い
て

Ｑ　
期
日
前
投
票
は
有

権
者
に
広
く
認
知
さ
れ
、

利
用
者
が
増
加
し
て
い

る
。
ま
た
、
天
候
の
影
響

に
よ
り
、
見
通
し
の
つ
か

な
い
混
雑
が
生
じ
る
可
能

性
が
今
後
も
高
い
。
投
票

所
の
増
設
を
、
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
く
の
か
。

A　
開
設
は
相
当
の
費

用
が
見
込
ま
れ
る
ほ
か
、

投
票
所
の
管
理
者
、
立
会

人
や
従
事
者
の
確
保
な
ど

人
的
な
負
担
面
、
施
設
の

確
保
や
地
域
間
の
公
平
性

な
ど
も
考
慮
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
増
設
は
非
常

に
難
し
い
も
の
と
考
え
て

い
る
が
、
何
ら
か
の
工
夫

は
考
え
て
い
き
た
い
。 自由民主党 ･

無所属の会
石原　昂

期
日
前
投
票
所
の
増
設
に
つ
い
て
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9 ? 狭山丘陵のさらなる魅力発信と観光振興を目的に、隣接する東京都側の東村山市、東大和市、武蔵村山市、瑞穂町が構成して進める
連携事業に、埼玉県側の所沢市と入間市も加わり情報の共有等を行っています。

Ｑ　
農
業
災
害
の
認
定

と
な
る
被
害
の
場
合
、
埼

玉
県
の
条
例
に
基
づ
く
、

所
沢
市
農
業
災
害
対
策
要

綱
に
よ
る
支
援
が
受
け
ら

れ
る
が
、
条
件
が
厳
し
す

ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。
独

自
の
支
援
策
や
助
成
は
考

え
て
い
な
い
の
か
。

A　
近
隣
自
治
体
と
同

様
、
埼
玉
県
農
業
災
害
対

策
特
別
措
置
条
例
に
準
じ

て
要
綱
を
設
け
て
い
る
。

条
件
緩
和
に
つ
い
て
は
、

本
市
の
み
な
ら
ず
近
隣
の

自
治
体
も
同
様
の
状
況
と

な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る

た
め
、
県
や
近
隣
自
治
体

の
動
向
も
注
視
し
て
い
き

た
い
。

日本共産党
小林　澄子

埼
玉
自
然
災
害
被
害
へ
の
支
援
や

助
成
に
つ
い
て

Ｑ　
今
回
の
見
直
し
で
、

こ
れ
ま
で
対
象
外
で
あ
っ

た
精
神
障
害
者
１
級
の
方

の
利
用
が
可
能
に
な
る
な

ど
の
一
方
で
、
交
付
枚
数

が
縮
小
さ
れ
る
方
も
い

る
。
今
回
の
見
直
し
を
ど

の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。

A　
本
市
の
障
害
者
施

策
は
、
他
市
に
比
べ
大
変

手
厚
い
も
の
で
あ
る
。
さ

ら
に
厳
し
く
な
る
財
政
状

況
の
中
、
同
じ
障
害
の
中

で
の
不
均
衡
を
見
直
す
わ

け
だ
が
、
見
直
し
後
に
お

い
て
も
交
付
枚
数
は
県
内

最
多
で
あ
り
、
介
助
券
な

ど
の
加
算
を
手
厚
く
行
っ

て
い
る
市
町
村
は
他
に
は

な
く
、
ご
理
解
い
た
だ
き

た
い
。

民進ネット
リベラルの会
末吉美帆子

福
祉
タ
ク
シ
ー
の
対
象
見
直
し

に
つ
い
て

Ｑ　
と
こ
ろ
ざ
わ
百
選
、

景
観
資
源
な
ど
、
市
の
観

光
資
源
を
地
図
上
に
落
と

し
込
ん
だ
ア
プ
リ
の
開
発

に
つ
い
て
、
広
域
連
携
も

含
め
検
討
で
き
な
い
か
。

A　
情
報
発
信
の
手
法

と
し
て
有
効
な
も
の
で
あ

り
、
ま
た
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

開
催
や
と
こ
ろ
ざ
わ
サ
ク

ラ
タ
ウ
ン
の
開
業
な
ど
に

よ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応

に
お
い
て
も
重
要
な
ツ
ー

ル
に
な
る
と
認
識
し
て
お

り
、
現
在
費
用
対
効
果
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

ま
た
ダ
イ
ア
４
市
や
、
現

在
進
め
て
い
る
狭
山
丘
陵

を
囲
む
５
市
１
町
?
の
連

携
の
中
で
、
観
光
ア
プ
リ

の
導
入
に
つ
い
て
提
案
す

る
こ
と
も
考
え
て
い
る
。 至誠自民

クラブ
荻野　泰男 

観
光
施
策
に

ス
マ
ホ
ア
プ
リ
の
活
用
を

Ｑ　
無
戸
籍
で
あ
る
が

ゆ
え
に
不
利
益
を
受
け
た

り
、
知
識
が
な
い
た
め
に

本
来
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た

ケ
ー
ス
も
あ
る
。
独
自
の

取
り
組
み
を
し
て
い
る
自

治
体
も
あ
る
よ
う
だ
が
、

市
と
し
て
も
無
戸
籍
解
消

に
向
け
、
体
制
強
化
を
図

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

A　
市
民
課
で
は
、
平

成
26
年
度
か
ら
関
係
課
に

対
し
、
情
報
提
供
の
呼
び

か
け
を
行
っ
て
い
る
。
今

回
情
報
の
把
握
と
支
援
に

関
す
る
国
か
ら
の
通
知
を

受
け
、
さ
ら
に
徹
底
し
た

情
報
提
供
を
周
知
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
国
の
動
向

を
注
視
し
、
県
内
各
市
町

村
と
も
連
携
を
図
り
な
が

ら
先
進
事
例
等
も
踏
ま
え

研
究
し
て
い
き
た
い
。 公明党

吉村　健一

無
戸
籍
解
消
に
向
け
た

体
制
の
強
化
に
つ
い
て

Ｑ　
生
活
困
窮
者
が
国

民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し

た
場
合
に
お
い
て
、
執
行

停
止
の
適
用
を
呼
び
か
け

る
通
知
を
厚
生
労
働
者
が

地
方
自
治
体
に
出
し
た
と

聞
い
た
。
執
行
停
止
が
で

き
る
具
体
的
な
金
額
も
示

す
よ
う
に
指
示
す
る
内
容

だ
が
、
本
市
の
基
準
は
。

A　
滞
納
処
分
の
執
行

停
止
の
要
件
に
つ
い
て

は
、
地
方
税
法
の
規
定
に

よ
る
も
の
だ
が
、
執
行
停

止
の
金
額
に
つ
い
て
具
体

的
な
も
の
は
な
い
。
国
か

ら
来
た
通
知
に
つ
い
て

は
、
関
係
部
署
に
送
付
し

た
い
。

日本共産党
平井　明美

国
民
健
康
保
険
税
の

執
行
停
止
に
つ
い
て

Ｑ　
所
沢
駅
東
口
周
辺

は
高
層
ビ
ル
に
囲
ま
れ
、

防
犯
灯
だ
け
で
は
全
体
的

に
と
て
も
暗
い
。
ロ
ー
タ

リ
ー
か
ら
駅
側
を
照
ら
す

照
明
の
設
置
は
で
き
な
い

か
。A　

道
路
管
理
の
観
点

か
ら
、
既
存
の
道
路
照
明

灯
に
よ
り
歩
道
や
車
道
の

路
面
に
必
要
な
照
度
、
明

る
さ
は
確
保
し
て
い
る
た

め
、
新
た
な
照
明
灯
の
設

置
は
難
し
い
。
樹
木
の
剪

定
な
ど
を
適
切
に
行
い
、

ロ
ー
タ
リ
ー
内
に
お
け
る

照
明
の
光
が
通
り
や
す
く

な
る
よ
う
維
持
管
理
に
努

め
て
い
き
た
い
。

至誠自民
クラブ

浅野美恵子

所
沢
駅
東
口
ロ
ー
タ
リ
ー
に

照
明
の
設
置
を
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10? 野球場を核に商業施設や飲食店などを設けることで、野球観戦はもとより、野球観戦以外の来訪者も取り込むことを目的とした野球場のこと
です。近年、他球団でも自治体と一体となり、推進している事例が増えています。

Ｑ　
地
元
で
行
わ
れ
る

さ
ま
ざ
ま
な
地
域
活
動

に
、
市
職
員
が
仕
事
と
家

庭
に
加
え
、
プ
ラ
ス
ワ
ン

の
考
え
で
参
加
す
る
こ
と

へ
の
応
援
体
制
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る

か
。A　

職
員
の
自
発
的
な

活
動
参
加
は
、
地
域
の

方
々
と
職
員
が
同
じ
姿
勢

で
汗
を
流
す
こ
と
で
、
職

員
を
理
解
し
て
く
れ
る
だ

け
で
な
く
、
職
員
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
向

上
や
新
た
な
課
題
の
発

見
・
解
決
な
ど
、
能
力
や

地
域
理
解
の
向
上
に
も
つ

な
が
っ
て
お
り
、
当
面
は

現
行
の
ま
ま
と
考
え
て
い

る
。

公明党
福原　浩昭

「
地
域
に
飛
び
出
す
公
務
員
」

活
動
に
つ
い
て

Ｑ　
客
引
き
な
ど
の
問

題
に
対
す
る
取
り
組
み

は
、
市
が
単
独
で
行
う
に

は
限
界
が
あ
る
。
警
察
や

地
域
な
ど
と
協
力
し
て
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
い
か
が
か
。

A　
所
沢
駅
西
口
の
プ

ロ
ぺ
通
り
で
は
、
商
店
街

振
興
組
合
が
中
心
と
な

り
、
看
板
の
設
置
や
警
備

員
の
巡
回
、
警
察
や
防
犯

協
会
と
の
合
同
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
す
る
な
ど
の
対

策
を
講
じ
て
い
る
。
新
所

沢
駅
東
口
で
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
は
、
プ
ロ
ぺ
通

り
や
他
の
自
治
体
の
取
り

組
み
を
参
考
に
、
地
域
の

特
徴
を
考
慮
し
つ
つ
、
防

犯
団
体
、
商
店
街
な
ど
と

の
協
力
を
視
野
に
入
れ
関

係
機
関
と
の
連
携
を
前
提

に
検
討
し
て
い
き
た
い
。 自由民主党 ･

無所属の会
近藤　哲男

松
葉
町
の
呼
び
込
み
に
つ
い
て

Ｑ　
西
所
沢
駅
西
口
改

札
口
の
開
設
に
お
け
る
、

改
札
口
開
設
用
地
と
道
路

拡
幅
用
地
の
現
時
点
で
の

取
得
状
況
は
。

A　
関
係
地
権
者
の
ご

協
力
に
よ
り
、
改
札
口
開

設
用
地
は
当
初
か
ら
予
定

し
て
い
た
３
宅
地
全
て
で

用
地
取
得
の
合
意
に
達

し
、
平
成
30
年
３
月
ま
で

に
用
地
引
き
渡
し
を
行
う

予
定
で
あ
る
。
県
道
か
ら

回
転
広
場
予
定
地
に
接
続

す
る
市
道
の
拡
幅
用
地
取

得
に
つ
い
て
も
、
平
成
29

年
10
月
に
用
地
買
収
に
関

す
る
契
約
を
締
結
し
、
平

成
30
年
３
月
ま
で
に
用
地

引
き
渡
し
を
行
う
予
定
で

あ
る
。

自由民主党 ･
無所属の会
入沢　豊

西
所
沢
駅
西
口
改
札
口
に
つ
い
て

Ｑ　
登
下
校
の
指
導
、

授
業
の
準
備
や
評
価
、
部

活
動
の
朝
練
習
や
遠
征
、

保
護
者
へ
の
対
応
な
ど
多

岐
に
わ
た
る
業
務
の
負
担

軽
減
に
向
け
、
実
態
を
把

握
す
る
必
要
が
あ
る
。
実

態
の
把
握
に
つ
い
て
、
具

体
的
な
内
容
は
。

A　
各
学
校
に
お
い

て
、
校
長
が
直
接
確
認
を

行
っ
た
り
、
個
別
面
談
に

よ
る
確
認
及
び
指
導
等
を

行
っ
て
い
る
。
勤
務
時
間

に
つ
い
て
も
各
学
校
で
把

握
を
進
め
て
お
り
、
出
退

記
録
簿
等
の
記
入
を
し
て

い
る
学
校
も
あ
る
。
業
務

負
担
軽
減
検
討
委
員
会
で

は
、
勤
務
の
現
状
と
課
題

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行

い
、
実
質
的
・
効
果
的
な

負
担
軽
減
策
に
つ
い
て
現

在
検
討
を
進
め
て
い
る
。

日本共産党
矢作いづみ

教
職
員
の
多
忙
化
解
消
に
向
け
て

Ｑ　
球
団
は
、
移
転
し
て

40
周
年
の
記
念
イ
ベ
ン
ト

の
実
施
と
球
場
周
辺
の
ボ

ー
ル
パ
ー
ク
化
の
推
進
に

１
８
０
億
円
を
投
資
す
る

と
発
表
し
た
。
40
年
の
経

緯
を
踏
ま
え
、
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ　

Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｅ

Ｓ
Ｔ
構
想
と
同
様
、
新
た

に
ま
ち
づ
く
り
の
根
幹
に

位
置
づ
け
る
べ
き
で
は
。

A　
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
が

完
成
す
れ
ば
、
今
以
上
の

集
客
が
あ
る
。
球
場
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
は
周
辺
地
域

の
に
ぎ
わ
い
等
の
創
出
と

な
り
、
商
業
や
観
光
面
で

は
、
市
外
の
来
場
者
を
市

内
で
の
消
費
に
つ
な
げ
て

い
く
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ

る
。
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
に
よ

る
事
業
展
開
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
動
向
を
注
視

し
て
い
き
た
い
。

自由民主党 ･
無所属の会
大石　健一

埼
玉
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
40
周
年
と

ボ
ー
ル
パ
ー
ク
?
化
に
つ
い
て

Ｑ　
小
中
学
校
の
吹
奏

楽
の
現
場
で
は
楽
器
の
老

朽
化
が
進
み
、
補
修
費
が

増
え
て
い
る
。
楽
器
の
購

入
を
目
的
と
し
た
、
返
礼

品
な
し
の
ふ
る
さ
と
納
税

制
度
を
検
討
し
た
ら
ど
う

か
。A　

ふ
る
さ
と
納
税
制

度
を
通
じ
、
市
の
具
体
的

な
取
り
組
み
を
訴
え
て
い

く
こ
と
は
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
こ
の
制
度

の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
寄
附

が
市
の
取
り
組
み
と
結
び

つ
き
、
多
く
の
方
か
ら
応

援
い
た
だ
け
る
よ
う
、
今

回
の
ご
提
案
を
含
め
、
効

果
的
な
実
施
方
法
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。 至誠自民

クラブ
桑畠　健也

返
礼
品
な
し
ふ
る
さ
と
納
税
で

小
中
学
校
の
楽
器
の
充
実
を

?
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Ｑ　
フ
レ
イ
ル
?
を
早

期
に
発
見
し
対
応
す
る
こ

と
で
、
要
介
護
状
態
に
な

る
こ
と
を
防
ぎ
健
康
寿
命

を
延
ば
す
こ
と
が
で
き
る

と
い
わ
れ
て
い
る
。
フ
レ

イ
ル
の
認
知
率
は
大
変
低

い
が
、
認
識
と
周
知
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

A　
フ
レ
イ
ル
予
防
に

つ
い
て
は
、
日
本
老
年
医

学
会
が
提
唱
す
る
３
つ
の

柱
、
栄
養
、
身
体
活
動
、

社
会
参
加
が
示
さ
れ
て
お

り
、
本
市
で
は
、
ト
コ
ろ

ん
元
気
百
歳
体
操
を
取
り

入
れ
た
住
民
主
体
の
通
い

の
場
づ
く
り
を
支
援
し
て

い
る
。
ま
た
、
介
護
予
防

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
フ
レ
イ

ル
に
つ
い
て
記
載
し
て
い

る
が
、
今
後
も
周
知
と
予

防
の
促
進
を
図
っ
て
い
き

た
い
。

公明党
亀山　恭子

高
齢
者
支
援
に
つ
い
て

? 加齢とともに、心身の活力（例えば筋力や認知機能等）が低下し、生活機能障害、要介護状態などの危険性が高くなった状態を指します。
多くの高齢者がこの中間的な段階（＝フレイル）を経て、徐々に要介護状態に陥ると言われています。

Ｑ　
三
重
県
桑
名
市
の

生
活
困
窮
者
学
習
支
援
で

は
、
学
習
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
相
談
窓
口
の

相
談
員
を
兼
務
さ
せ
、
必

要
に
応
じ
、
教
員
Ｏ
Ｂ
な

ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
結
び

つ
け
て
い
る
。
学
習
支
援

は
国
の
補
助
金
も
あ
り
、

こ
の
方
法
で
あ
れ
ば
対
象

者
を
ひ
と
り
親
家
庭
ま
で

拡
大
で
き
る
の
で
は
。

A　
本
市
の
学
習
支
援

事
業
の
教
室
は
、
運
営
を

学
習
支
援
員
に
、
学
習
支

援
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
依

頼
し
、
費
用
が
か
か
ら
な

い
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
生
活
保
護
世
帯
の
中

学
生
が
対
象
で
あ
っ
た
が

平
成
29
年
９
月
、
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
相
談
事
業

の
対
象
者
ま
で
広
げ
る
た

め
要
綱
等
を
改
正
し
た
。

民進ネット
リベラルの会
島田　一隆   

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
の

学
習
支
援
に
つ
い
て

Ｑ　
厚
生
労
働
省
の
待

機
児
童
の
定
義
の
見
直
し

に
よ
り
、
来
年
度
の
待
機

児
童
の
人
数
が
計
画
よ
り

膨
れ
上
が
る
の
で
は
な
い

か
。
待
機
児
童
を
解
消
す

る
た
め
に
認
可
保
育
園
を

作
る
予
定
は
あ
る
の
か
。

A　
保
育
園
の
増
設
計

画
は
、
所
沢
市
子
ど
も
・

子
育
て
会
議
の
意
見
を
伺

う
と
と
も
に
、
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画
の
中

で
今
後
の
方
向
性
を
示
し

て
い
る
。
待
機
児
童
が
低

年
齢
児
に
集
中
し
て
い
る

た
め
、
幼
稚
園
か
ら
認
定

こ
ど
も
園
へ
の
移
行
、
既

存
施
設
の
定
員
の
割
り
振

り
の
変
更
等
に
よ
り
対
応

し
て
い
く
。
な
お
大
規
模

開
発
等
に
よ
り
需
要
が
急

激
に
高
ま
っ
た
場
合
は
、

新
設
も
検
討
し
て
い
く
。

日本共産党
荒川　広

待
機
児
童
の
解
消
に
つ
い
て

Ｑ　
秋
に
な
る
と
、
狭

山
丘
陵
周
辺
か
ら
市
街
地

ま
で
、
広
範
囲
で
紅
葉
が

見
ら
れ
る
。
本
市
の
今
後

の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
施
策
の

一
つ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
に
な

る
よ
う
、
試
験
的
に
紅
葉

ス
ポ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を

実
施
し
て
み
て
は
。

A　
市
民
の
目
線
で
紅

葉
の
魅
力
を
発
見
し
た
写

真
デ
ー
タ
は
、
市
の
魅
力

を
情
報
発
信
し
て
い
く
貴

重
な
材
料
に
な
る
。
コ
ン

テ
ス
ト
の
試
行
的
な
実
施

は
、
選
考
方
法
等
解
決
す

べ
き
課
題
も
あ
り
、
今
後

の
検
討
項
目
と
し
た
い
。

未来
谷口　雅典

イ
ン
バ
ウ
ン
ド（
訪
日
外
国
人
旅
行
者
）

を
含
む
観
光
施
策
に
つ
い
て

Ｑ　
国
は
、
建
設
産
業

に
お
け
る
労
働
環
境
の
改

善
に
向
け
、
社
会
保
険
未

加
入
問
題
へ
の
対
策
と
し

て
、
法
定
福
利
費
の
内
訳

を
明
示
し
た
標
準
見
積
書

の
活
用
を
促
進
し
て
い

る
。
本
市
で
も
こ
の
見
積

書
の
活
用
を
推
進
し
、
下

請
業
者
に
対
し
法
定
福
利

費
の
確
保
に
つ
い
て
確

認
・
指
導
す
べ
き
で
は
。

A　
市
で
は
、
全
て
の

建
設
工
事
の
入
札
参
加
者

に
社
会
保
険
へ
の
加
入
と

法
定
福
利
費
の
適
切
な
支

払
い
に
つ
い
て
必
要
な
措

置
を
取
る
よ
う
、
ま
た
下

請
業
者
へ
も
同
様
の
対
応

を
行
い
指
導
す
る
こ
と
に

つ
い
て
周
知
し
て
い
る
。

標
準
見
積
書
の
活
用
に
つ

い
て
は
、
他
市
等
の
状
況

を
調
査
し
て
い
き
た
い
。 日本共産党

城下　師子

建
設
労
働
者
の
支
援
を

Ｑ　
児
童
ク
ラ
ブ
の
開

設
時
間
は
、
条
例
で
午
後

６
時
半
ま
で
と
定
め
て
い

る
が
、
埼
玉
県
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

で
は
、
開
設
時
間
は
保
護

者
の
労
働
等
の
実
態
に
合

わ
せ
て
延
長
す
る
よ
う
努

め
る
こ
と
と
な
っ
て
い

る
。
開
設
時
間
を
午
後
７

時
ま
で
に
で
き
な
い
か
。

A　
平
成
17
年
６
月
30

日
付
け
所
沢
市
立
児
童
館

運
営
協
議
会
か
ら
の
答
申

を
受
け
、
児
童
の
帰
宅
時

間
を
午
後
７
時
と
想
定
し

て
い
る
。
開
設
時
間
に
つ

い
て
は
、
保
護
者
の
就
労

時
間
や
通
勤
時
間
等
の
現

状
を
調
査
し
、
所
沢
市
放

課
後
児
童
対
策
協
議
会
の

意
見
を
踏
ま
え
、
さ
ま
ざ

ま
な
方
策
を
検
討
し
た

い
。

自由民主党
粕谷不二夫

児
童
ク
ラ
ブ
の開

設
時
間
に
つ
い
て
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Ｑ　
こ
な
い
だ
所
沢
駅
に

議
会
だ
よ
り
が
置
い
て
あ

る
の
を
見
た
の
だ
！
ほ
か

に
も
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
で

見
た
気
が
す
る
け
ど
、
思

い
出
せ
な
い
の
だ
。
ど
こ
に

行
け
ば
見
ら
れ
る
の
だ
？

A　
新
聞
折
り
込
み
で

配
布
し
て
い
る
議
会
だ
よ

り
で
す
が
、
市
役
所
や
ま

ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
公
共
施
設
、
所
沢
駅
構

内
や
医
師
会
に
加
入
し
て

い
る
市
内
医
療
機
関
で
の

配
架
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
市
議
会
Ｈ
Ｐ
や
、
ア

プ
リ
「
マ
チ
イ
ロ
」
に
も

掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

み
み
丸
の
、
こ
こ
が
聞
き
た
い
！
②

ー 
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
で
読
め
る
の
だ
！ 

ー

みみ丸

Ｑ　
所
沢
市
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
?
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
、
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ　

Ｊ
Ａ

Ｐ
Ａ
Ｎ　

Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｔ

構
想
の
推
進
と
、
水
と
み

ど
り
が
つ
な
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
構
築
が
あ
る
。
旧

庁
舎
か
ら
東
川
沿
い
サ
ク

ラ
タ
ウ
ン
に
向
け
て
の
取

り
組
み
を
推
進
し
て
い
く

べ
き
と
感
じ
て
い
る
。
担

当
部
署
と
リ
ー
ダ
ー
と
な

る
所
管
課
は
ど
こ
か
。

A　
水
と
み
ど
り
が
つ

く
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
深

く
関
わ
る
内
容
で
あ
り
、

ま
た
観
光
振
興
施
策
や
河

川
周
辺
の
整
備
等
が
想
定

さ
れ
る
。
主
に
環
境
ク
リ

ー
ン
部
、
産
業
経
済
部
、

建
設
部
が
担
当
し
、
主
な

担
当
部
署
は
み
ど
り
自
然

課
と
な
る
。

自由民主党
越阪部征衛

に
ぎ
わ
い
と
う
る
お
い
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を

Ｑ　
い
じ
め
防
止
対
策

推
進
法
に
基
づ
き
、
本
市

で
も
い
じ
め
防
止
基
本
方

針
が
学
校
ご
と
に
あ
る
。

そ
の
基
本
方
針
に
基
づ

き
、
学
校
が
対
策
・
対
応

を
行
っ
て
い
る
と
思
う

が
、
取
り
扱
い
は
学
校
に

よ
っ
て
異
な
る
の
か
、
確

認
し
た
い
。

A　
各
学
校
で
作
成
さ

れ
て
い
る
い
じ
め
防
止
基

本
方
針
は
、
国
や
県
の
趣

旨
を
踏
ま
え
、
「
所
沢
市

い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」

に
の
っ
と
り
作
成
さ
れ
て

お
り
、
学
校
に
よ
っ
て
対

応
が
変
わ
る
こ
と
は
な

い
。

民進ネット
リベラルの会
赤川　洋二

い
じ
め
問
題
に
つ
い
て

Ｑ　
本
市
出
身
の
羽
生

善
治
氏
が
、
将
棋
界
前
人

未
到
の
永
世
七
冠
を
達
成

し
た
。
国
民
栄
誉
賞
の
検

討
に
も
入
っ
て
い
る
と
の

こ
と
だ
が
、
こ
の
偉
業
に

対
し
、
本
市
も
表
彰
を
検

討
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

A　
羽
生
善
治
氏
の
偉

業
に
対
し
て
は
、
所
沢
市

と
し
て
も
本
当
に
う
れ
し

く
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
現
時
点
で
、
は
っ

き
り
と
し
た
答
弁
が
で
き

ず
申
し
訳
な
い
が
、
ご
意

見
は
伺
っ
た
と
申
し
上
げ

た
い
。

※
平
成
30
年
１
月
５
日
、
国
民

栄
誉
賞
の
受
賞
が
決
定
し
ま

し
た
。

民進ネット
リベラルの会
石本　亮三 

所
沢
市
出
身
の

羽
生
永
世
七
冠
の
表
彰
を
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みみ丸のここが聞きたい！特別編
－ 決算の認定って何なのだ？ －

12月定例会では、平成28年度決算の議案10件を採決して、みんな認定されたのだ。
でもみみ丸には仕組みがいまいちよくわからないのだ。教えてほしいのだ！

予算編成 ・予算審議【平成28年1月～3月】
市は平成27年度中に平成28年度当初予算の編成を行い、３月定例会に議案として提出しました。
議会では、予算特別委員会を設置するなどして３月定例会中にこの予算案を審議し、いずれも可決しました。

１

予算執行【平成28年４月～平成29年３月】
決定した予算に基づき、市がさまざまな事業を実施するなど、予算を執行しました。

2

決算調製・決算審査【平成29年６月～７月】
市は前年度の会計が５月末で確定 (出納閉鎖)した後、速やかに決算をまとめる必要があります（決算調製）。
平成28年度の決算調製の後、市がまとめた決算について監査委員による審査が行われました。

3

決算認定に係る一連の流れ

１
予算編成
予算審議

２
予算執行

４
議会提案
審議

３
決算調製
決算審査

予算編成から決算認定まで
　市が私たちの生活に必要なさまざまな仕事を行うには、予算
が必要です。予算は議会の議決事項であるため、毎年３月定例
会で翌年度予算の審議を行っています。
　予算が可決されると、市が予算を執行しますが、年度終了
後、予算が目的に沿って効果的、効率的に執行されたかについ
て、監査委員による審査、議会での審議の順でチェックを行
い、議会で認定・不認定の議決を行います。
　このページでは、このような流れで実施している決算の
チェックについて、12月定例会で認定した平成28年度決算を
例にご紹介します。

議会提案・審議【平成29年９月～12月】4
市が決算書等に監査委員の意見を付けて９月定例会に議案と
して提出しました。議会は決算特別委員会を設置してこれら
の議案を付託し、閉会中の継続審査として10月に委員会で審
査を行いました(p4参照)。その後、12月定例会で審査の結果
を報告し、討論、採決を行い、いずれも認定しました。

予算編成から決算認定まで、いろんなことがつながっていてびっくりなのだ。
監査委員や議会が予算執行の問題点を指摘することは、適切な予算編成を行ううえで
とっても大事なことだってわかったのだ！
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定
例
会
が
な
い
と
き
も
…

こ
こ
で
は
、
定
例
会
の
な
か
っ
た
期

間
に
行
わ
れ
た
、
議
会
や
委
員
会
と

し
て
の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

こ
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
こ
と
、
知

っ
て
い
ま
し
た
か
？

10月
11日
～
13日

総務経済
常任委員会

視 察

・�性的マイノリティ（ＬＧＢＴ）の支援につ
いて（大阪市淀川区）
・ファシリティマネジメントについて
  （岡山県倉敷市・山口県周南市）

12日
～
13日

市民文教
常任委員会

視 察
・学校規模適正化について
・�公共交通空白地域及び不便地域における乗
合タクシーについて（熊本県熊本市）

16日 議会運営委員会 委員会 ・議会運営に関する事項について

18日
～
20日

議会運営委員会 視　察

・通年議会など議会改革の取り組みについて
  （徳島県小松島市議会・大阪府枚方市議会）
・姫路市リスク管理基本方針について
  （兵庫県姫路市議会）

23日 広聴広報委員会 委員会 ・市議会だより第184号の校正について

25日
～
27日

建設環境
常任委員会

視　察

・立地適正化計画について
  （神奈川県藤沢市・大阪府高槻市）
・都市計画マスタープランについて
  （三重県四日市市）

26日
市民文教
常任委員会

委員会
特定事件「学校教育について」
・�所沢市立中央中学校校舎内装木質化改修に
ついて

30日
建設環境
常任委員会

委員会

特定事件「市街地整備について・土地利用に
ついて」
・集約型都市構造について
  （�第 5次所沢市総合計画の取り組み及び第6
次所沢市総合計画に向けた今後の方向性）

31日 政策研究審議会 ・諮問について

閉
会
中
の･･･

議
　
　
活 

動

会

※5日・6日・10日・17日　　決算特別委員会（4ページ・13ページ参照）

11〜13日
総務経済常任委員会

視察

淀川区、倉敷市、周南市で、性的マ
イノリティ（LGBT）の支援、ファ
シリティマネジメントについて視察
を行いました。

12〜13日
市民文教常任委員会

視察

熊本市で、学校規模適正化、公共交
通空白地域及び不便地域における乗
合タクシーについて視察しました。

18〜20日
議会運営委員会

視察

小松島市議会、枚方市議会、姫路市
議会で、通年議会など議会改革の取
り組み、姫路市リスク管理基本方針
について視察を行いました。
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11月
6日 議会運営委員会 委員会 ・議会運営に関する事項について

7日
建設環境
常任委員会

視 察

・市街化調整区域の開発について
  （埼玉県三郷市）
・吉川美南駅周辺の開発について
  （埼玉県吉川市）

7日
～
9日

健康福祉
常任委員会

視 察

・�地域包括ケアシステム（尾道方式）につい
て（広島県尾道市）
・�岡山型持続可能な社会経済モデル構築総合
特区ＡＡＡシティおかやまの推進について
（岡山県岡山市）
・姫路市生涯現役推進計画について
  （兵庫県姫路市）

13日
～
14日

市民文教
常任委員会

視　察

・�堺市立学校園教職員の業務改善について（大
阪府堺市）
・放課後児童健全育成事業について
  （和歌山県和歌山市）

14日
健康福祉
常任委員会

委員会
特定事件「保健・医療について」
・�第 6期所沢市高齢者福祉計画・介護保険事
業計画の総括について

15日 市議会
中　間
報告会

・�地方自治法第 100 条の 2による調査中間
報告会

「公共施設の総合管理に係る調査に関する中
間報告について」

24日

議会運営委員会 委員会 ・議会運営に関する事項について

正副委員長
連絡協議会

協議会 ・各委員会の取り組みについて

広聴広報委員会 委員会 ・広聴広報について

27日
地方創生に関す
る特別委員会

委員会
・�地方創生の視点に立った所沢市の資源につ
いて

※15日・18日　議会報告会（６ページ参照）

11月７日
建設環境常任委員会

視察

三郷市、吉川市で、市街化調整区域
の開発、吉川美南駅周辺開発につい
て視察を行いました。

７〜９日
健康福祉常任委員会

視察

尾道市、岡山市、姫路市で、地域包
括ケアシステム（尾道方式）、岡山型
持続可能な社会経済モデル構築総合
特区 AAA シティおかやまの推進、姫
路市生涯現役推進計画について視察
を行いました。

1３〜1４日
市民文教常任委員会

視察

堺市、和歌山市で、堺市立学校園教
職員の業務改善、放課後児童健全育
成事業について視察を行いました。

10月
25〜27日

建設環境常任委員会
視察

藤沢市、四日市市、高槻市で、立地
適正化計画、都市計画マスタープラ
ンについて視察を行いました。

10月⇨

⇦11月
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議場コンサートで美しい音色
を奏でた矢津朋香さん。４歳
でヴァイオリンを始め、遠回
りした経験も糧にして、音楽
家として歩みを進める彼女の
思いを聞きました。
（裏表紙に関連記事）

音楽とともに。

◆12月定例会のおもな内容･･･Ｐ２～5
　国民健康保険税の税率が変わります
◆トピックス･･･Ｐ６～７
　議会報告会、議場コンサートを開催しました
◆市政に対する一般質問･･･Ｐ８～12
　ここが気になる！２3人が質問

2018. 2.9
Tokorozawa city council

No.185
今回の定例会は、

12月

９月 ６月

３月

鉢
植
え
の
梅

が
、
一
輪

ポ
ッ
。
梅
の
花

は
天
神
様
の
シ

ン
ボ
ル
。
学
問
の
神
様
に
願
か

け
し
た
受
験
生
も
、
し
な
か
っ

た
受
験
生
も
頑
張
れ
！
桜
咲
く

便
り
を
待
っ
て
ま
す
。	

（
小
）

冬
の
空
は
澄
ん
で
い
る
。
特

に
お
正
月
、
冠
雪
し
た
富

士
山
が
堂
々
と
そ
び
え
立
ち
、

そ
の
美
し
さ
に
心
が
奪
わ
れ
る
。

さ
あ
、
今
年
も
頑
張
ろ
う
！
勇

気
を
出
し
て
。	

（
村
）

炬
燵
・
火
鉢
・
あ
ん
か
・
湯

た
ん
ぽ
・
ど
て
ら
・
練
炭

は
冬
の
生
活
用
品
。
そ
れ
と
焚

火
。
炬
燵
も
焚
火
も
人
が
集
ま

る
場
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
生
ま
れ
ま
す
。	

（
松
）

　
音
楽
を
始
め
た
の
は
４
歳
の
時
。
こ

の
道
へ
進
む
こ
と
を
決
め
た
の
は
高
校

の
時
。
決
断
は
遅
か
っ
た
け
れ
ど
、
地

道
に
努
力
を
重
ね
パ
リ
の
音
楽
院
へ
渡

り
技
術
を
磨
い
た
。
最
近
で
は
、
兄
妹

デ
ュ
オ
リ
サ
イ
タ
ル
も
好
評
を
博
し
て

い
る
。

ーー
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
の
出
会
い
や
音

楽
の
道
を
志
し
た
き
っ
か
け
は
。

　
２
歳
上
の
兄
が
弾
く
の
を
い
つ
も
見

て
い
て
「
や
っ
て
み
た
い
。」
と
感
じ

て
い
た
時
に
、
先
生
か
ら
声
を
か
け
て

も
ら
っ
た
の
が
始
ま
り
で
し
た
。
兄
は

音
楽
高
校
に
進
み
ま
し
た
が
、
私
は
音

楽
の
道
に
進
む
決
断
が
で
き
ず
、
普
通

高
校
に
進
学
し
ま
し
た
。
し
か
し
高
校

で
進
路
を
決
め
る
時
に
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
と
離
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
時

初
め
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
と
気

づ
き
、
音
楽
大
学
へ
の
進
学
を
決
め
ま

し
た
。

ーー
議
場
で
演
奏
さ
れ
た
感
想
や
音
の

響
き
は
。
ま
た
、
ミ
ュ
ー
ズ
の
音
の
印

象
は
？

　

議
場
で
の
演
奏
は
初
め
て
で
し
た

が
、
場
内
が
よ
く
見
え
、
ち
ょ
っ
と
圧

倒
さ
れ
ま
し
た
。
音
は
、
絨
毯
だ
と
響

き
が
な
い
の
で
音
楽
ホ
ー
ル
に
比
べ
る

と
残
響
も
少
な
い
で
す
。
ミ
ュ
ー
ズ

ア
ー
ク
ホ
ー
ル
も
よ
い
ホ
ー
ル
で
す

が
、
キ
ュ
ー
ブ
ホ
ー
ル
は
ど
こ
の
位
置

で
も
バ
ラ
ン
ス
よ
く
聞
こ
え
、
弾
き
や

す
い
で
す
ね
。

ーー
所
沢
市
の
ど
ん
な
と
こ
ろ
が
好
き

で
す
か
。
ま
た
、
市
で
は
「
音
楽
の
あ

る
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
い
ま
す

が
、
取
り
組
ん
で
み
た
い
こ
と
は
。

　
空
気
が
澄
ん
で
い
て
、
都
心
か
ら
近

い
け
れ
ど
自
然
が
多
く
み
ど
り
溢
れ
る

環
境
が
、
私
は
好
き
で
す
。
今
回
の
企

画
は
経
験
が
な
く
新
鮮
で
し
た
し
、
素

晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。
音
楽
は
敷
居

が
高
く
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
地
元
の

公
民
館
な
ど
の
施
設
で
、
子
ど
も
達
と

音
楽
を
通
じ
て
触
れ
合
え
る
よ
う
な
企

画
に
取
り
組
ん
で
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

ーー
今
後
の
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
演
奏
す
る
こ
と
も
、
教
え
る
こ
と
も

好
き
な
の
で
、
一
生
精
進
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
カ
メ
み
た
い
に
ゆ
っ
く
り
で

遠
回
り
し
て
も
、
地
道
に
努
力
し
て
、

後
で
「
よ
か
っ
た
な
。」
と
思
え
る
よ
う

な
人
生
を
生
き
た
い
で
す
。
音
楽
を
通

し
て
多
く
の
方
と
、
い
ろ
い
ろ
な
人
生

の
軌
跡
の
中
の
喜
び
や
悲
し
み
、
そ
ん

な
感
情
を
共
有
し
な
が
ら
音
楽
の
輪
を

広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　所沢市にゆかりのある、さまざまな分野で輝
く人たちをご紹介します。第９回目は、所沢市
在住のヴァイオリニスト 矢津朋香さんにお話
を伺いました。

所沢から輝け！！

Ｑ＆Ａ
聴かせて！

ウイーンで開催された
コンサート会場のサロ
ンにて（2013年10月
12日）

―ゆっくりで遠回りしても、地道に努力して、
	 「よかったな。」と思える人生を生きたい―

矢津 朋香
Y a z u  T o m o k a

冬
議員たちの･･･

広
聴
広
報
委
員
会

◎
大
館
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行
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下
　
師
子

　
末
吉
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子
　
　
小
林
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子

　
石
原
　
　
昂
　
　
荻
野
　
泰
男

　
浅
野
美
恵
子
　
　
吉
村
　
健
一

　
村
上
　
　
浩
　
　
松
本
　
明
信

◎
…
委
員
長
　
〇
…
副
委
員
長


